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旧 きもの と新 しきもの

東 匡 伸

数ケ月前の北海道新聞社会欄 に、某市の大正建築が取

り壊 され、高層ビルディングに変貌するとの記事が載っ

ていた。記憶されている方も多いと思 う。記事の見出 し

が"ま たまた取り壊 し"と なっていたように、最近は全

国各地でこのような事態が起っている。市民の反応も千

華万別であったと想像する。大方は、"仕 方がない"で

あったろうか。坂本勝比古氏が、"歴 史と美のランドマ

ーク"と いう論説を書かれている。歴史的遺産を、その

地域の"ラ ンドマーク"と して大切にする美的感覚が、

現代には欠けている点を強調された論説であった。建築

物一 その時代時代に生活を営む人間の活動の場、安息

の場、社交の場と、それぞれ異なるR的 を持っものであ

るが、その時代の人と共に呼吸をした建物を、新しい時

代の阻げと捉えるか、発展の礎 と捉えるかは、またその

人の生い立ちの差、考え方の差となっていよう。

今春4月 より3ヶ 月間、欧米へ出張する機会を得た。

その最初に訪れた先は、米国バージニア州のウイリアム

スパーグという小さな町である。ここで開催された抗ウ

イルス剤 に関する国際会議に出席したのであるが、硬い

ことは籾措いて、町(富 良野市ぐらい)の 約%に 、17～

18世 紀の開拓時代の街並みを大切に保存している美 しい

町であった。1693年 に、英国のウィリアム皿世とマリー-

n世 女王の許 しを得て創 られたCollegeofWilliamand

Maryの 広大なキャンパスが町の中央に位置 し、1695年

から1723年 に建てられたレンガ造 りと石造 りの建物が、

今なお使われていた。建物そのものは決 してきらびやか

なものではないが、300年 の歴史が感じられる建物であ

る。アメリカ人は、国の歴史が浅いことによるのか、開

拓の野望を懐いて渡って きた開拓者の末窩であることに

よるのか、iuい時代の建物を温存するのに熱心である。

このようなoldco且onyが あちらこちらにあり、発展へ

の精神的拠 り所としていることが強く感じられる。

英国nロ ンドンの古い街並みの美しさについては、多

くの紹介があるので省 くとして、村々に散在する教会の

殆んどが、尖塔ではなく城壁の見張り塔 と同様の石造 り

の塔をもち、黒っぼく、暗 く、しかし平坦な丘稜に小さ

いながらどっしりと落着いて、これまた古い石造り、レ

ンガ造 りの農家と融け合っている風情は、英国的なもの

の最たるものである。友人のBurke教 授 は600年 以 ト

の歴史を持っものばかりであると自慢 し、一・つの廃れ

た教会(牧 師が少ないために、掛け持 ち教会を少なくし

た結果生 じた教会)に 私を案内 し、あと何百年は手を入

れることなく、このまま存続するであろうと述べていた。

英国人の頑固さと保守主義一"長 年の経験で、このま

まで良いと解っているものを変える必要はない"と いう

民 族性 が強 く感 じられ た,,但 し、この よ うに書 くと、 英

国 人 に対 して 誤解 を招 く恐 れ が あるの で 、注 釈 を加 え る

な ら、Burke教 授 の 大学 、研 究 室 、或 い は 、友 人Skehel

博 士 が所 艮 を して いて 、私 の教 室 の錫 谷助 手が 明春 早々

に行 く こと に なって い る、 ロ ン ドン郊 外 ミル ・ヒル にあ る

NationalInstituteforMedicalResearchは 最 新 の

研 究 設備 で満 ちて い る し、 本年 度 の ノーベ ル医 学生 理 学

賞 受 賞 者2人 を出 して 有 名 な 、米国WellcomeResearch

Laboratoriesの 本 拠 で あ る英国研 究 所 は 、建 物 は貧 弱

なが らも、 その 内容 は頑 固 さ、保 守主 義 とは 裏腹 で あ る。

英国 人 の徹 底 した節 約 主 義 と合理 主義 で あ ろ う し、 ナ シ

ョナ ル ・ トラ ス トを生 み 出 した よい意 味 で の伝 統 主義 で

あ ろ う。

スウェーデ ン。 ス トックホ ルム は美 しい街 で あ る。隣 国

フ ィ ンラ ン ドのヘ ル シ ンキ が、バ ル ト海の 乙女(daughter

oftheBaltic)と 呼 ばれ て い る が、 私 には ス トックホ ル

ムが その呼 び 名 に、 よ り相 応 しい と思 う。 船 上 か ら眺 め

る王宮 と教 会 、 入江 の丘 に点 在 す る民 家の 白 壁 や ワ イ ン

レッ ドの壁 と樹 々の 緑 との調 和 は 美 しい。 しか し、 こ こ

で 思 わ ぬ事 実 に遭遇 して 驚 い た。17世 紀 の 荘厳 なバ ロ ッ

ク風王 宮 の内 に入 っ た峙 、柱 や 壁 が 大理 石 と思 い きや 、

人理 石様 に彩 色 され た もので あ った か らで あ る。 現 王 の

居 城 で あ る郊 外 の ドロ ッ トニ ン グホ ル ム宮殿 も、 フ ラ ン

スなどの旧 工 宮 と異 なり、外壁 には飾 り彫 刻 も な く、内部

の柱 も 大理 石様 彩 色 柱 とい う、誠 に質 素 な もの で あ った、,

福 祉 国 家 として名 高 いスウェーデンの質実 さには、唯 々敬 服 し

た。 このよ うに、建 物 には、そ こに生 活す る人 々の息遣 いが

染 み込 んでい る。その国、 その地 方の民 族性 力憾 ついてい る。

米 国 、 欧州 、北欧 を巡 っ て 、 日本 を振 り返 える と、最

近 は 、民 族 性 の 乏 しい 、奇 を街 う(?)近代 建 築 が増 え、 旧

い遺 産 が 、明 治 村 、北 海道 開 拓 の 村 に押 し遣 られ 、真 の

ラ ン ドマー クが失われて いることを痛 感 す る。限 りなく残 念

に思 うのは人 方の感 慨で あろ うし、経 済 効率 のみを追 っては

精 神的 破 綻 に結 びっ くことも、維 しも疑 わないところであろ

うU旧 きもの が 辿 っ た歴 史 、 先 人の 歩 んだ 足跡 を如何 に

咀 囎 し、現 代 に おけ る発展 に 結 びつ け る かは 、す べ ての

分野 で 常 に検 討 され な けれ ば なら ない問 題 で あ る。

翻 っ て 、 旭 川 医 科 大 学 は 創 立15年 を過 ぎん と し て

い るが 、 まだ まだ若 い人学 で あ る。 や っ と中 堅 が本 学 卒

業生 で 占 め られ っつ あ り、誠 に喜 ば しい こ とで あ る。 よ

い意昧 で の伝 統 が創 られつ つ あ る。 ここで 、 一・年 一 年生

まれ る旧 きもの の中 に発 展 の礎 を見 い出 し、軽 卒 な先走

りをす ることな く、本大 学 が将 来 、医学発 展 の ラン ドマー ク

にな らん ことを願 うものであ り、努 力せんと思 う昨 今で ある。

(細 菌学 講座 教 授)
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チ ャールズ河畔での1年 間

飛 世 克 之

チ ャー ル ズ川 と い うの はCharlesRiverの 日本 語 訳

のつ も りで ある。 この川 はBostonとCambridgeの 境

界線 にな って い る と とも に 、大 ボ ス トン市 の景観 に ・役

か って い る。北 国 の 短 い春 の あ と夏 と もな る と河 畔 で は 、

loggingや 日光浴 の 若 者 で賑 わ う。 私 が研 究 生活 を送 っ

て いたMassachusettsGeneralHospital(MGH)も

ち ょ うど このCharlesRiverの 河 「1付近 にあ り、1821

年 の 創設 頃 は この 川 が唯 一 の 交通 路 で 、 患者 さん も帆掛

け船 を利 用 して 来院 して い た ら しい。私 が滞 在 してい た

アパ ー トはMGHの 目 と鼻 の距 離 で あ り、CharlesRiver

の四 季 の変 化 とと も に過 ご した 、、私 がresearchfellow

と して い って い たの はMGHのCardiacUnitだ が 、

そ の構成 は講座 制 とは 異 なって い て 、お よ そ15のLabo・

ratory(Labo)か ら成 る大 世 帯 で あ る。 そ の うちの1っ

CellularandMolecularResearchLaboratoriesと

い う と こ ろ で1年 間 過 ご した。 そ このLaboの テ ーマ

は"AbrenergicReceptorandGprotein"で あ り、

MolecularBiologyの 立 場 か ら研 究 を推 進 して い る。

私 の いた だ いた テ ーマ もG蛋 白 の特 異的 抗 体 を作 る こ と

であ り、この抗 体の作 製 により免疫 学 的手 法 で細 胞 膜 分画

のG蛋 白 の量 を同 定 しえ るよ うに なる,,直 接 の指 導 には

CharlesJ。H・mcy博 士 が 当 た って くれ た。 このCh・

arlesと い う名前 は 、CharlesRiverのCharlesと 同

じで あ り、 ど う も こ の 名 前は つ い て ま わっ て い るよ う

で あ る。Char且esは 愛 称 と してCharleyま た はCharlie

と呼 ぷ慣 例 で あ り、 日本 で はr.司 を名前 で呼 ぶ ことは ま

ず な い と思 うが 、郷 に人 りては郷 に したが え 、私 もほ か

の仲 聞 と同 じよ うに愛称 で呼 ば させて い た だ いた 。彼 ら

と とも に研 究 を してい て特 に感 心 したの は 、実験 結 果 に

対 す る真 摯 な態度 で あ り、思 うよ うな結 果 が得 られ ない

と きで もまずdiscussionを 大 事 に し、 その結 果 が実験

過 程 の まず さ か ら きた の か また は何 か新 しい物 質 によ っ

て引 き起 こ され た か につ い て1口 以r.か けて話 す こと も

まれで は な か った。 この よ うな 事 を通 して研 究 全体 を少

しず つ構 築 し展 望 して い こ うとす る姿 勢 には学 ぶ とこ ろ

が 多 か った。 私 の いたLaboで は私 を含 め て5人 のM.

D,とllhのPh.ll.よ り成 り、カ ラムの 作 製法 、測 定 機

器 やRIの 扱 い 方 な ど 多 くの基 礎的 な予 技 につ い て は主

にPh.D.の 方 か ら教 え てい た だ いた。T.aboに は外 国

人 と して は私 の ほ か に、 韓国 、 ドイッ、 南 ア フ リ カか ら

研究 に きて いた が 、ほ かのLaboに 比 ぺ て米 国 人 が 多 く、

いつ も笑 い 声 が た え ない陽 気 なLaboで もあ っ たClPh.

D,の 方 は薬 学 と生 化 学 の 出 身 が 多 く、Laboの 大 き な

力 とな って い た よ うに思 う。Ph.D.と い えばMGHの

対 岸 、Cambridgeに はMassachusettsInstituteof

Technology(MIT)が あ り、その なかの遺 伝r工 学部 門 は

世 界 の最 先 端 を い く。MGHを 含 め たHarvard大 学 の

関連 病 院 の 各Laboは 、研 究 の 方 向 や方 法 論 的 にMIT

か ら大 きな影響 を受 けて い るの で は ない か と思 って い る。

この よ うな環境 の せい か 、医 学 にお い て臨 床 と か基礎 と

い う分 け方 は 多分便 宜的 なもの で あ って 、生 体 を構 成 し

て い る細 胞 レベ ル まで 考 える と、 そ の 基本 的 な代 謝 の過

程 は 本 質的 に は 同 じで あ る とい うこ とを常 に思 うよ う

に なっ た,、しか し、 どの よ うに して 臓 器特 異 性 が発 現 し

て くる か につ い て は、 多 分詳 細 な遺 伝 発 生 学 の知 識 が必

要 にな るの で あ ろ うと思 って い る。MGHに は10人 前 後

の 日本 人 研 究者 が いた よ うに思 うが 、 ポ ス ト ン市 内 の

Harvard大 学 の関連 病院 には あ わせ て 多分20～30人 の 日

本 人研 究 者 が お り、月 に1-z回 個 人 の 研究 発 表 の集 い

(歴 史 が あ り10年 以 トも前 か ら続 い て い る ら しい)が 開

かれ て お り、私 も1度 発 表 の 機 会 を もっ た。 もち ろん 、

ボ ス トンで の生 活 や研究 な どの情 報 交換 の場 で も あ った

が 、 病 理 や 生 化 学 、 ま た 外 科 系 な ど他 の 分 野 の 多 く

の 人 々 と主 に 研 究 面 で ざ っ く ば ら ん に績 し あ えた 。

も ちろ ん 、Laboな どで親 しい友 と な りえた ア メ リカ、

ドイツ 、 イ タ リア 、中 国 、韓 国 の 人 々 とも息 の長 いつ き

あい に したい と思 っ てい る。 この よ うに多 くの異 分 野 の

人 々 と自由 に話 しあ え る こと は、 研 究 を進 め る上 で役 に

たつ ば か りで な く研 究r.の ヒ ン トも え られ る事 が 多い。

特 に話 が細 胞 の膜 特 性 や代 謝 の レベ ル にまで 至 る と対 象

とす る各臓 器特 異 性 か ら くる差 は少 な くな り、人 々に 共

通 の話 題 がri現 して く一る と思 って い る。 大学 の中 で も出

来 るだ け この よ うな視 点 か ら物 事 を考 えた い と思 って い

る し、 ざっ くば らん なセ ミナ ー が あ って も い い と も思 う。

この よ うなセ ミナ ーで は い わ ゆ る医 学 の常 識 を くっ が え

す驚 くよ うな仮説 を聞 くの を 目的 と して 、人 学 内 外 の話

題 提供 者 を中心 に開 く。 そ して 、人 々の驚 いた程 度 を そ

の 講題 の評価 の 尺 度 とす る とい うよ うな余裕 も持 って い

た い。 いず れ にせ よ 、チ ャー ル ズ河畔 で学 ん だ ことの1

つ はdiscussionの 重 要 さで あ り、 これ か ら大 い に実践

して い く必 要性 を感 じて い る今 日 この 頃で あ る。

(内 科 学 第 一 講座 助 教 授)
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昭和63年8月1日 付けでドイツ譜に田中助教授が、8

月16日付 けで内科学第二講座に牧野教授が就任 されまし

た。

お 汰 は、すでに教育 ・研究等に当たられております

が、本誌では身近な方からの紹介と、御本人からの挨拶

をいただきました、,

(学生課)

教授 ∫任 にあた驚幕

牧野勲教授就任によせて
内科学第一講座 教授

小 野 寺 壮 吉

内科学第二講座の室任 として、牧野勲教授には去る8

月着任されました。旭川医大が、基礎造りの時期を経て、

限 りない充実と発展を目指 して年々その活動性を高めつ

っある今日、牧野教授のような温厚熟達の士をお迎えで

きたの≪,ま ことに喜びに堪えないところです。石井前

教授御退任の後暫くの間兼担を命ぜられていた御縁もあ

り、先生の御紹介を兼ねてお慶び申し上げたいと存じま

す。

牧野教授は、北海道大学医学部を昭和37年 に御率業、

インターン修了後同k学 大学院医学研究科に進まれ、医

学部内科学第二講座で当峙の真 ド啓明教授の指導を受け

られ、併せて同医学部生化学第二講座の今井陽教授から

胆汁酸代謝の研究の指導にあずかったと伺っております。

昭和42年 大学院課程を終えられ、昭和44年 にはスウェーデ

ン王立カロリンスカ医学研究所化学部門に留学され、2年

近い歳月を専ら胆汁酸の代謝 ・測定に関する研究を続け

られ、当時、先生が大変良い仕事をなすってこられたと

聞 き及んでおりました、,御帰国後も引き続 き、胆汁酸の

免疫学的測定法の確立、胆石症の病態解明、その治療な

ど、関係領域の仕事を次々と手がけられ、今日この方面

の研究の第 ・人者と伺っております。

昭和56年 、北海道大学講師に御昇任、同年弘前大学医

学部第「内科武部和夫教授のもとへ助教授として赴任され

ました。それ以来、内分泌、糖尿病、感染症、神経疾患

等の診療 ・研究の指導と、御導門のみならず教室の担当

領域へ関心 を拡げられ、さらに卒前の教育、教室運営の

ための数々のお仕事が加わり、大変多忙 な時期を過ごし

てこられました。

北海道大学医学部では、隣同志の内科教室に所属致 し

ておりました。当時から先生の温容は変わらar御 所属

の第一二内科はもちろん、広 く医学部 ・病院の同僚 ・先輩

の信頼を得ておられました。

弘前大学の武部教授は、本学開設峙の内科学第二講座

助教授として、苦労をEr.にした仲間という記憶がありま

す。武部教授の指導を受けられた牧野教授とともに、ま

さに発展期の本学をもり1/_てて行けるのはまことに幸い

と考える次第です。

今後の牧野教授の御活躍、内科学第「講座の御発展を

心から祈り上げるものです。

内科学策二講座 牧野 勲

本年8円16日 、石井兼央名誉教

授の停年御退P.後 の内科学第2講

座の後任として着任し、2ヶ 月余

を経過 しました。私は自然環境に

恵まれた素晴 しい旭川医大で仕事

をさせていただくことを光栄に思

って居りますが、その一方、責任の重大さを痛感致して

居 ります,、微力でありますが、全力を傾倒 し、当教室の

発展に尽したいと念願しております。

臨床内科教室の果すぺき役割りは研究 ・診療および教育

であると思います。御承知のごとく最近の内科学の進歩は

著しく、内科医はそれらの先進医療に対し、対応すること

が要求されていますが、その一方、自分の専門に過度にか

たよることなく、出来るだけ広範な知識と技術を修得する

ことも重要であります。第2内 科は既に肝、胆、膵各疾患

の他、糖尿病、内分泌などの代謝疾患にっいて豊富な実績

を有 しますので、私は協調と努力により臨床の環境を整備

しつっ、堅実な積み貢ねを行っていきたいと考えております。

また内科教室における研究は臨床に密接 したオリジナ

ルなもので、結果を臨床の場にフィードバック出来るも

のが望ましいと考えます。それには教室の各種分析器材

を整備 して研究に取 り組み易い環境を作る/1、 個々の

研究者は最近の研究動向と分析手法に精通 し、腰をすえ

た粘 り強い研究態度が不可欠だと思って居ります,,今 後

は研究体制の整備状況 を見ながら、研究分野の拡張を考

慮し、さらには他大学の関連方而の専門家と共同研究を

行いたいと考えて居ります、,

臨床医学における教育はその多くを診療の場に求める

ことになりますが、私は第2内 科における実践臨床を活

用し教育効果が上るよう努力したいと思って居ります。

私の研究テーマでありますが、当初(北 大時代)は 肝

胆道疾患における胆汁酸代謝について病態解析を行いま

した。その成果は現在臨床で活用されておりますウルソ

デオキシコール酸胆石溶解療法の開発や肝機能検査とし

ての血中胆汁酸測定に役;iち ました。その後転出 しまし

た弘前大学では内分泌、糖尿病、神経系、感染症各疾患

の診療、研究、教育に従事しましたが、青森県には北海

道で見ることが出来なかった疾患も多く、私にとりまし

ては良い経験となりました。そこでの主な研究には糖尿

病合併症の諸問題、MRIに よる下垂体疾患の解析、微量

重金属代謝、各種ホルモンのRIA確 立、抗生物質の副作

用などがあります。私は昭和44年 から2年flA.xウ ェーデ

ン王立カロリンスカ研究所(ノ ーベル賞生理医学部門を決

定する機関)に 留学しました。その際培かわれた生化学面

の知識は現在でも非常に役立っておりますが、それ以上に

人間としての視野を広げることが出来たことを幸せに思っ

て居ります。それで後肇には機会があるごとに海外留学を

強くすすめ、その貢要性を常に述べて居ります。以上御挨

拶労々私の研究略歴を述べさせていただきました。今後 よ

ろしく御指導、御鞭健下さいますようお願い申し上げます、,
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田熊犠雍生の赴任によせて 助載擾就儀織 懸繍籔 雛

哲学 教授 岡田 雅勝

去る8月1日 にドイツ梧の助教授 として田中剛先生が

発令になりました。まず最初に、先生を心からお迎え致

したいと存じます。

先生はこちらに来 られる前に北海道大学文学部独文学

講座の助手をされていました(北 海学國大学などで ドイ

ツ語の非常勤講師などもされていました)が 、ここに先

生を御紹介致したいと思います。

先生は、生まれは芦別で純粋の道産fで す。慶応大学

文学部独文科を昭和50年 に卒業され、民間企業に人られ

ましたが、 ドイツ文学研究への意志を強くされ、問もな

く北海道大学文学部で研究生になり、その後北海道大学

大学院に入られ、修士課程並びに博士課程でドイツ文学研

究を専攻されました,,そ の間文部省学生国際交流制度の

学生国際交流に推薦され、西 ドイッのミxン ヘン大学の

文学部に留学 され、 ドイツ文学の研究をされてきました。

先生のドイツ文学研究は、慶応ではフリー ドリヒ・シ

ュレーゲルの 〈イロニーの概念〉を扱い、解釈学的文学

論を、北大ではトーマス ・マンの長締1・説 「魔の山」 に

取り組まれ、その後現代 ドイツ文学の第一者で、最も問

題のはらんだ作家として知られるギュンター ・グラスに

取り組みました。グラスにはダンツィヒ三部作として知ら

れる長編小説 「ブリキの太鼓』 『犬の年』 『猫と鼠』が

ありますが、先生はこの大作に真正面から取り組み、そ

れを解釈学的文学理論(シ ュレーゲルの解釈学的文学論

に始まるとされている文学理論で、ガーダマーやリクー

ルなどの解釈学や英文学理論の影響を受けた、ヤウスや

イーザーなどが展開している文学理論)の 基礎的研究に

立って、受容的解釈学的理論を踏まえてグラスの作品の

分析を試みた論文を発表 され、独文学会で高い評価を受

けています。

総 じて先生の研究はしっかりとした基礎的研究に支え

られており、粘 り強い意志力と用意周到で正確 な読解力

でもって研究にあたられている有様がよく推厳された論

文から伺われます。また先生はドイツ語を学び、 ドイツ

文学を研究するのに大変恵まれた環境(例 えば、優れた

独文研究者や ドイッ人教師に学んだこと、 ドイッへの留

学、優れた研究者との研究交流など〉にありました。で

すから、 ドイツ語教師として、また独文研究者としてそ

の素養と実力を十二分にもちあわせていますし、それを

この大学で存分に発揮されるものと信じます。

先生は高校時代まで野球部に所属 して選手として活躍

されましたが、夏は野球を冬はスキーとスケートをされ

るスポーツマンでもありますし、また自らギターを奏で

る音楽愛好者でもあります,,先 生は、篤実で穏和な人柄

でありますが、また芯の強い情熱的な方であります。で

すから、先生は多くの学生と親 しく交わり、そしてよき

教育者として学生を導いてくれるに違いありません。
、

ドイツ語 田中 剛

本学創立時 より多年にわたりド

イツ語教育にご尽力された丸r基

夫先生の後任 として、洩学な私が

当地へ赴任 しましてから既に3ヶ

月経過 しました。高追 にして豪放、

さらに気品すら感 じさせる人雪山

連峰、進取の気概に富んだ若々しい校風、私はまず何よ

りもこのような恵まれた環境のなかで教育実践 ・研究活

動ができることに感激を致 しました。 ドイツ語の専任は

私一人であることに重責の念を口々新たにしつつ、今や

張り切って歩み始めたところです。

私とドイツ藷との関わりは、東京、札幌と移動はあり

ましたが、ほぽ20年 近くになります。自己紹介も兼ね敢

えて回顧調で申しますと、かつて志抱いてr.京 しました

ときは、あの学園紛争の余韻未だ色濃く残 り、それが免

疫をもたぬ私を戸惑わせました。時代の真空状態のなか

に私も呑みこまれたような気分でした。私は大学 に足を

運ぶものの大半の時間を学内の図書館にこもり、文学 ・

語学に限らず様々な書物を乱読しました。今では、この

時代が私の精神的土壌を耕 してくれたのだと思えますが、

当時は自覚などなく、試行錯誤に明け暮れていたという

のが本当で しょう。かくて ドイツ語の原書をいっも傍ら

に置き、暇さえあれば一行でも二行でも読む習慣がっいて

しまいました。現在の私にとって、 ドイツ語は井戸の瓶で

あり、またそれを通じてドイツ語 ・文学の地下水脈に至る

井戸そのものでもありますが、当時はこの言語を研究対象

にしようなどとは全く考えていませんでした。しかし、い

っのまにかこの井戸のなかに自ら落ちていました。こうな

って初めてこの分野と真剣に渡り合おうと思った次第です。

大学院では、主としてドイツ20fa:紀文学 ・近代文芸理論・

ドイツ語学(統 譜論、意味論、語用論)を 勉強しました。

トーマス・マン、ヴァルター ・ベンヤミン、フリー ドリヒ ・

シュレーゲル、ギュンター ・グラスという作家 ・批評家の系

列のなかに共通の解釈学的紐帯を見出し、それが具体的に文

学作品分析に際しどのように適用され得るかの研究、作品内

在的批評 ・解釈の限界を克服しようとする受容理論の研究、

並びに経験主義的コミュニケーションシステムに依拠 し

た作用理論の研究等を現在も続行中です。要するに、作

品と説者との対話という自明性を問い直す作業です。

さて、 ドイツ文学の諸作品を味読するためには、 ドイ

ツ語に対する絶えざる反省が要求されますが、これは比

較的平易に思われがちな基礎的文法知識 ・ドイツ謡会話

についても当てはまります。後者はいわば瓶であり、井

戸と水脈(あ るいは文化的価値〉への認識を伴ってこそ

生きてくるからです。その意昧で向学心 に燃えた学生諸

氏とやがて ドイツ語で書かれた原書を読破 し、ドイツ語

で語り合うという場面が実現 したらどんなに素晴らしい

だろうと、少々先走ったことなど想 う昨今です。最後に

好 きな言葉を一つ挙げます一Wirwissennurinsoweit

wirmachen.

5

・一 一



漏住状況調査結果一覧
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研 究 室 紹 介
■ 解 剖 学 第 二 講 座 ■ 加 地 隆

当 研 究 室1よ 、 形 態 ・構 造 を 計 最 化 して 変 化 を調 べ る と

い).『L∴.ク な ノ∫法 を最 初 か ら ・貫Lて 用 い 、 脳 内 の 謎

び〉霧÷'ジ1「「r公腎さf恭1(ノ)牛龍」},三と 機 有旨 ・L1尺F噛芦向勺意.試…0)円早日月と取

紺 〆聖.で才・・り 、 松 果体 研 究 の 国 際Fl'・」競 争 と1ぢち1凋:、二お い て 形

態 学 の 分 野 で』け、flllとか 先 頭 集.llfiのIIIで'や ・・、,て*…た とrl負

Lて い る1.雀公曳鳥教 キ受1よ昏公果f本 の',電r・!頗f牧金竜白勺f冴'究(ノ)・"1:分
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iii.『C≠,、つ}・fヒ。 εfヒ ・ノ{イ.rリ ズ ノ・・甘醇窮島'と(T)関 」1襲・ ズ

穿 ト=、 ン・受'台二f乍讐 々 ・巨`装疋なrl{…nl、カご村じ欠 ぎ』、 粁rl.いf研hL.し り

波 しい助物 か ら ヒ!・ へ と 次 第 にf広 が り一'ノーつ あ る.松 果f本v)

木草旨び)琳埆4㍗.rJ二才tか ら ぴ)10・-20臼tl瑚 で層1剥白勺に,}建1」婆『{る↑占

勢・に あ り 、.伐 々 き,二 σ)嘩Ill「 ・1{と浄で'ダノ)ノへく,懸i命 にGtf'kを ・

糸売け'(し 、る 室公斗聖f乍λン1卜}ll雫f{髄P`Fi写∫;び)1人】つ}1必1そ1÷、ll丙、 自 辞t

き申糸チ、!、 イ ィ リ ノ、ノ、べ」1(多pits』;奇一般::日 司きli4とカゴ才ゴ、f㌧り しア')メ∫:ぷ

昂・a卜馳li石斤'究L舵!、 女'IJ1:(ノ)ノノちナ止.J11、'_al窒 郵bで 』イ・ノ{リ

強 さ に 自f,1の あ る 方 は.是 非 、 是 非 、 是 非!委 細 面Ii炎 に て

{角4{1'y:1;・1,asL言輝1坐 即】教'受)

【-

体 育 大 ム
買

学 生1三催 の 体 育大 会力`、9月7日 レDに開 催.され た。

参 刎1学 生 は 学 向礼業」『抗

縛iり しなけ1た

糸占果 け二)欠ぴ)と お'り

・学 年 対 抗 ・

総 合

・り一ツ ソフー

ノ、ノ、ノノー ノ ト

剰1司 こlkき

リ レ ー

E人 れ

有 志 対 抗 ノ

ハ レ ー

'ノ ーノ ト ノ1;・,し

P
P

・有 ,志k,r打〔c7-〉各 々0)看重目 に 善 単kを

位2位

4

4

4

3

4

5

'
邑

'
匹

'
L

'
【

メ
ー

み
ー

4・

5

5

z

〔りi分・け)

才・オ 末 げ1:,君;

λキ・・ 剖;C

鞘 吋
`触1

～毒

a

戸

1

'
1

'
【

'
1

ス 内一・nA

車欠度遜ア ・ソ'フ.ル ズ

1・1雫1:

L.;・ ・

る

?齢 輪ヨ

㌣、h -^も
.穐 」

ム

解 剖 体 慰 霊 式
日♂{不U63f卜度'廼窄ド}llf本こrQ:霊式 にx、9円21ト1{水 ゾi=f111y;」(}つ}

か ら本学体 育館 にお い て執 り行 わ れ ま 【..た。

式 に参 会 した御 遺 族 ・御 来・實 ・本 学 教職 員.学 生 け 、

木学 の教 育 及 び'学術 研'究の ため に尊 い御 遺体 を提 供 され 、

医学 発展 の 礎 百 と な られ た132名 〔病1'1!.解剖54名 、法 医

解 剖50宇,、 系 緕.解剖28名 〉の方 がた の 御遺1恵 をf思び御 冥

祐～を初1㍉含LまLた.

(',:『≡6果)

ア

1重

ご=醗 騰勤繭罎
轟

』 一_



新入生研修(第2回 目)
新 入生 研修(第2回 目)が 、10「]27日 休)・2811(㊨ ・:う1

日(目)・ll月1H(火)に 行 わ れ ま した,,

研修 は 、 第1学 年 十.qを8グ ル・一ブ に分 け 、1日2グ

ル ー フずつ 行 い 、1グ ル ー プ に教 授2名(・ 般教 育lY、

基礎 ・臨床1名)が 指 導 に あた り、① 前期 試 験終 了後 に

お け る就 量 ヒの 問題 、② 学 生 生 活 トの 問題 な ど を中心 に

懇 談 か行 わ れた 、,
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lll村晃 太郎

赴 任6度[の 秋 、遅 い 今 年 の夏 が過 ぎた と思 った とこ

ろ ・気 に虫 の 鳴 き声 と夜 風 の寒 さが迫 り、 毎 年旭 川 の 気

候 の 変 り目の 急速 な こ と には驚 か され ます 。

居 室の 窓 外 に は大 雪連 峰 は依 然 と して 美 し く、 また キ

ャ ンパ スの樹 木 も2年 位 前 か ら手 入の故 か緑 が濃 くな っ

て きたの が 眺 め られ ます 。

さて 、旭 川 の気 象 の 変化 の激 しさは本 州 と比 較 す る ま

で も な く、道 南地11,小 生 の郷 里 の 函館 と較 べ て もや は

り際 、kっ特 徴 か と思 いま す 、,短かい春 、夏 、秋 と長 い 冬,

しか し、 この 冬の 厳 し さ も昔 と比 較 す る とk分 暖 か くな

・,たの だ とお 年寄 には聞 か され ます 。

も 一)とも、 この 気候 こ そ が、 か って 男fの 心 身 を鍛 え

た の かも しれ ませ ん 。旭 川 師 団 、通 称"熊 部隊"は 当時

日本 最強 の軍 隊で あ った と聞 いて い ます 、,

また 、 この 気 象 条件 が特 別 に高血 圧 その他 循 環 器疾 患

の 多発 に関 与 す る か とい う と、 ど うも その様 で は ない と

考 え られ ます 。北 欧 や カ ナ ダな どの 日常生 活 と比較 して

み て も毛皮 が必需 品 とい う程 で も な く、 また時 に高 カ ロ

リー の食料 が要求 され る とい うこ とも あ り ませ ん,

こ の澄 んだ 冷 涼 な空気 の ドで は 、 か え って精神 活 動 に

は 良 いので は ない か と自 分 な り に思 って い ます 、、小 生 も

停 年 まで10年 余 、成 果 が あ が る あが ら ない は別 と して 、

自 分で実 験 す るこ と を続 け て参 りた い と思 って い よす 。

さて 、 この研 究 と い うこ と につ い て 多少 の感 想 を以 ドに

述 べ たい と思 い ま す、,

本 学 の学 生 さん は人学 時 の 面接 の際 に 、本 学 を志 望 し

た動 機 を聞 くと異 日 同音 に道 北 圏 の地域 医 療 に励 み たい

と、 あ た か も北 の シコバ イツア ・一の様 な意 見 を述 べ ます 、,

それ が 人学 して学 年が進 む と段 々と 変 わ り、lll都 市以L

の 市立 病 院 の 医長 さん に な りた い と い う希望 に な りま オ、1

これ は堅 実 な中産rff民 に な りた い と い う願望 で す か ら、

君 ∫・豹変 と決 めっ け る訳 に もゆ か な いの で しよ う,、しか

し毎 年120人 卒業 生 のIIIか らや は り1人 か2人 付:、北 海

道 の熊 の 様 な タフで 、野 心 に燃 えた青 年 があらわれて もい

い ので は ない か と思 い ます 。

医 学 博 士 を と った とこ ろで 、 ほ うほ)の 態 で 研 究生 活

か ら足 を洗 っ て しま うの は 残念 な こ とで 、実 は そこ か ら

本格 的 な研 究生 活 が は じま るので す 、① ホ ス トが な い か

ら とい)の は 言 い訳 でボ ス ドクの コ ー スな ら海 外 に口!i

あ るで しょ う し、 また大 学 で な くと も東 京 に おけ る官 庁

や 大企 業 の 研究 所 は設 備 、 人 、 その 他一rm:k'r"の 研究 室

に匹 敵 し ま翫,② 先輩 がい な い ため 風 当 りが強 くな って

つ らい とい うの も言 い訳 で 凱,東 京 の 施設1.#々 な 大学

卒業 生 が集 中 して い るの で 、 ・種 の混成 チームの態 となっ

てい るの で 、頑 張 一・て成 果 を 人 に認 め さtれ ば 、 あ る学

校 だ か ら とい 一・て 先 入感 をも って み まセ ん、,その か わ り

無 育旨と思 わ れた ら判1手 に され まゼ ん.だ か ら こ(ノ)九旦川 が

狭 くて は み 出 る よ うなハ イボ ル テー一 ジの書 年 が1期 に1

--2人 出現1る こ とを望 み ます .1

朝 晩澄 流 だk雪 連 山 をみ る につ け、 こ ん な希望 を も 一,

て学 生 さん をみ て い ま む
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